
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

坂ノ市地区

平成22年2月

大分県大分市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み

※全ての指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

88 115 H21年4月
従前と比べて宅地利用が促進されてい
ると評価できる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

地区内新築戸数 戸／年 44

従前と比べて人口の定着と賑わいの復
活が進んでいると評価できる。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

5,248
13,421

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H21年4月

指標３ 商業の活性化 ㎡ 2,140

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

その他の
数値指標１

地区内世帯数及び
人口の増加

世帯
人

4,339
11,942

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

駅前エリアの商業集積は目標以上には
進まないが、幹線道路沿いで商業施設
の進出が進んでいる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

毎年工夫され進化している情報発信や
イベントの効果が現れてきている。

3,230 3,314 H21年4月

61,000

○

指標５

指標２
「万弘寺の市」の来
客数の増加

人／週 60,000

指標４ 地区住民の満足度 ポイント ー

総合所見

数値目標には達しないが、近年の減少
傾向を抑制することは出来たと評価で
きる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

広場や駐輪場の整備により快適で安心
な空間が創出されたことが満足度で評
価された。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

△

事後評価

見込み・確定の別

5,268
13,404

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

2,009

計測時期

H21年9月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
公共交通機関利用
の増加

人／日
2,100
(2,018)

1年以内の
達成見込み

80,000

2,700

3.5

1年以内の
達成見込み

△

1,998

見込み・確定
の別

2,700
(2,623)

△

○

目標値

3.5

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

駅前通りの活性化による賑わいの復活

都市生活を豊かにする人々の交流促進に資する生
活空間の創出

交通利便性の向上による賑わいの復活

歴史や自然を活かし集客力を高める魅力ある都市空
間の創出

・駅前周辺及び歩行者専用道路の快適な活用とイベントの開
催について関係機関に要望。

実施した具体的な内容

・公園や緑地で活動を進める地域団体の取組支援。 ・新たに２つの公園愛護団体が結成された。

・ＪＲ九州大分支社との勉強会を開催。

・「万弘寺の市」のイベント数が、２つ増えた。
　（新企画６、見直し４）

今後の課題　その他特記事項

・駅前通りのさらなる商業施設の集積に向けた施策の検討。

・美化活動の維持、継続を図る。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・駅北の交通利便性の向上について関係機関に要望。
・自転車の安全利用についてのルールやマナーの周知・啓発。

・「万弘寺の市」保存会のイベント開催の取組への支援。

実施した結果

・駅前広場や歩行者専用道路の維持管理、使用
等について関係機関と協議を開始。

・駅北側との交通利便性の向上に向けた具体的な対策の展開。

・伝統、祭りの本質を守り、さらに参加者や来客に喜ばれるイベ
ントのあり方等の検討。

具体的内容 実施時期


